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自動車用鋼板や薄板建材、また家電製品や科学機器製品等を製造する過程で、薄鋼板は様々な形に成形される。目的通りの形状設計を得るために

は、プレス成形や種々の機械成形に対して加工シミュレーションが必要であり、強度や延性、加工硬化率他の薄鋼板の特性が定量化されていること

が理想であるが、まだ難しい課題である。従来、組織が比較的均一であるフェライト軟鋼に対しては、転位密度や集合組織をパラメータにすること

である程度の定量化に成功したが、近年の高強度化に伴う複相組織鋼においては、不均一組織との対峙となり技術課題は多い。複相組織とは、鉄鋼

材料の本質的な特性であるFCC構造とBCC構造の相変態を複合的に制御する技術であり、結晶方位の違いで組織を識別したり、制御する技術が注目さ

れている。ここに、従来の表面元素分析技術や表面組織解析技術に加えて、表層結晶方位解析技術が重要となり、その応用例について紹介する。 

表層厚み50nｍ程度の領域からの結晶方位情報を得る電子後方散乱回折（EBSD）法は、200点/秒を越える測定スピードの高速化と、各測定点の持

つ菊池パターンから結晶方位情報を瞬時に解析できる豊富なプログラムに特徴がある。広い測定領域からFCCとBCCを瞬時に識別し、そのBCC相も内

部双晶を有するマルテンサイト相であることを解析した事例を紹介する。さらにはその硬質のマルテンサイト相に隣接したFCC相中に蓄積された転

位についても、SEMレベルで直接可視化するができる
1)
。実用プロセス制御では、圧延プロセス時における再結晶の初期プロセスから全プロセスを制

御する技術が期待される。近年、圧延により局所的にも複雑に変形した組織からの結晶方位情報も得られるようになり、かつ表層組織観察を積層し

ていくことでバルク状態の結晶方位分布を再現することができた
2)
。またベイナイトなどの高強度BCC相組織を加熱した時に、どのようにFCC相組織

に戻るのかはプロセス条件を決める上で重要であり、加熱ステージを用いたEBSD計測から変態前の初期組織と同じFCC相に戻ることが判ってきた。

ただ真空中での動的実験は、表層からの炭素やマンガンなどの脱元素現象を含むことが判り、表面科学視点でのダイナミック計測技術にも言及する。 
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